
 

様式第１号（第６条関係） 

令和 ６年 ４月  日 

 

岩泉町長         様 

 

住 所 岩泉町○○字○○△番地◇  

  申請者 団体名 岩泉町○○○会        

代表者 岩泉 太郎       ○印  

 

 

岩泉町町民アイデア実践支援事業提案書 

令和６年度岩泉町町民アイデア実践支援事業を実施したいので、関係書類を添えて、下

記のとおり提案します。 

 

記 

１ 補助金交付要望額  金 ○○○，○○○ 円 

 

２ 団体の概要 

団体名 岩泉町○○○会 

代表者氏名 岩泉 太郎 

団体（代表）所在地 

〒◇◇◇-◇◇◇ 

岩泉町○○字○○◇番地◇ 

電 話 0194-22-2111 

F A X 0194-22-3562 

担当者 

役 職 代表 

氏 名 岩泉 太郎 

電 話 0194-22-2111 

F A X 0194-22-3562 

E-mail seisaku@town.iwaizumi.lg.jp 

団体の活動目的 

 

 

 

 

構成員数 １０ 人 

 

※団体の活動目的や設立経過を記入してください。 

記入例 



 

３ アイデアの内容について 

事業名 ○○○事業 

事業の目的・背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間 

実施期間 令和６年７月１日～令和６年 12 月 31 日 

具体的なスケジュール 

 

 

 

 

 

実施場所 ○○○ 

期待される効果 

 

 

 

 

 

 

 

その他  

 

 

※次のことに留意して記入してください。 

・審査項目１「必要性」 

 重点プロジェクトの推進につながるような目的や背景となって

いること。 

  

※次のことに留意して記入してください。 

・審査項目３「創意性」 

個性・自主性・創意工夫など斬新なアイデアが見られること。 

・審査項目４「実現性」 

 実行可能な方法となっていること。 

・審査項目５「妥当性」 

 適切な事業規模の内容となっていること。 

※実施期間内の具体的なスケジュールを記入してください。 

令和６年６月○日～７月○日 事前準備 

令和６年７月○日～12 月○日 ワークショップ開催 

令和７年１月○日～１月○日 精算 

※次のことに留意して記入してください。 

・審査項目２「公益性」 

 特定の人物・団体にのみ効果を及ぼす事業ではないこと。 

 事業の成果が町全体の活性化につながること。 



 

４ 収支計画 

(１) 収入                             （単位：円） 

区分 金額 備考 

町民アイデア実践支援事

業補助金 
５４，０００  

自己資金 ６，０００  

   

合計 ６０，０００  

 

(２) 支出                             （単位：円） 

区分 金額 備考 

報償費 ２０，０００ 
外部講師謝礼 

5,000 円×1 人×４回 

印刷製本費 ４，０００ チラシ 100 枚×４回分 

消耗品費 １６，０００ 

コピー用紙 6,000 円、ワーク

ショップ用模造紙、付箋、ペン

等 10,000 円 

会場使用料 ２０，０００ 
公演会会場借上料 

5,000 円×４回 

合計 ６０，０００  

 

５ 団体構成員名簿 

№ 氏名 年齢 性別 職業 住所 

１ 岩泉 太郎 40 男 会社員 岩泉町○○字○○△番地◇ 

２ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

３ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

４ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

５ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

６ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

７ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

８ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

９ □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

10 □□ ◇◇ ○ ○ ○○○ 岩泉町○○字○○△番地◇ 

 


